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「
新
春
の
空
に
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の
ア
ー
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みんなで考えよう　行政改革！⑤ 
今季のツル渡来数が確定、 
　川端通りが生まれ変わりました 
平成１７年度決算 
第１回市内地区対抗駅伝競走大会の結果 
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みんなで考えよう 行政改革！②みんなで考えよう　行政改革！②

　

市
民
代
表
ら
で
組
織
さ
れ
る
行
政
改
革

推
進
委
員
会（
委
員
長
・
大
前
慶
和
鹿
児

島
大
学
助
教
授
）か
ら
、
諮
問
し
て
い
た

行
政
改
革
大
綱
の
策
定
等
に
関
し
て
、
過

日
、
市
長
へ
の
答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
、
７
月
か
ら
こ
れ
ま
で
に
計

６
回
の
審
議
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の

日
の
答
申
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
答
申
の

前
に
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
に

よ
る
貴
重
な
ご
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
答
申
等
を
受
け
た
後
、

議
会
へ
の
報
告
を
行
い
、「
大
綱
」お
よ
び

「
実
施
計
画
」の
完
成
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

行
政
改
革
実
施
計
画
の
概
要
②

　

今
回
も
前
号
に
続
き
、
行
政
改
革
実
施

計
画
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
実
施
計
画
に
定
め

た
全　

の
取
組
事
項
の
う
ち
、
後
半
部
分

５３

の　

項
目
。
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム

２４
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
市
で
は
、

こ
れ
ら
以
外
に
も
個
別
の
行
政
改
革
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
取
組
事
項
に
つ
い
て
は
、
毎

年
度
そ
の
内
容
を
評
価
し
、
必
要
な
改
善

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革
推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららららららららららら
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申

行
革
推
進
委
員
会
か
ら
答
申

▲行政改革推進委員長から市長に答申書が手渡されました▲行政改革推進委員長から市長に答申書が手渡されました

▼答申の概要▼答申の概要

行政改革推進委員会からの答申（概要）

１　市民参画による改革について
　・市民と行政が情報を共有し、協働することこそがまちづくりの出発点
　・行政は常に「市民視点」で
２　定数適正化および組織機構改革について
　・職員全員の意識改革が必要。研修の充実と職員意見のくみ上げをすべき
　・単なる人員削減でなく、職員の創造性・やる気を引き出す人間性重視の改革を
　・職員の資質向上をサポートする取り組みと適切な人事評価を
３　公の施設のあり方について
　・本当に行政がやるべきか、先入観のない検討が必要
　・収支状況など基礎的なデータの公表を
　・収支だけではなく、公共性も勘案すべき
４　事業の改革について
　・単なるコスト削減ではなく、「スクラップ・アンド・ビルド」で
　・総合計画は、行政改革との整合性を持たせる必要あり
５　経営型行政運営への取り組みについて
　・聖域のない議論で、成果重視の行革を推進すべき
　・「コスト意識」と「経営感覚」をもった行革の推進を
６　行政改革実施計画について
　・数値目標の設定が必要
　・実施時期が早められる項目は、前倒しで実施すべき
　・人事評価と給与の適正化は連携した取り組みを
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みんなで考えよう 行政改革！⑤みんなで考えよう　行政改革！⑤

内
容
の
説
明（
次
ペ
ー
ジ
の
表
の
＊
印
）

○
有
料
広
告
等
の
導
入

　

市
の
歳
入
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、

民
間
企
業
等
へ
の
宣
伝
・
広
告
の
機
会
を

提
供
す
る
た
め
に
、
封
筒
・
広
報
紙
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
公
用
車
な
ど
へ
の
有
料

広
告
の
掲
載
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
予
算
編
成
方
法
の
見
直
し

　

市
役
所
各
部
局
の
管
理
・
経
営
力
向
上

と
予
算
編
成
の
効
率
化
・
省
力
化
を
図
る

た
め
に
、
①
枠
配
分
に
よ
る
予
算
編
成
方

式
の
導
入
、
②
人
件
費
・
投
資
的
経
費
等

の
総
量
を
管
理
す
る
制
度
の
創
設
、
③
予

算
編
成
単
価
の
見
直
し
、
を
行
お
う
と
す

る
も
の
で
す
。

○
企
業
会
計
的
手
法
の
導
入
に
よ
る
財
政

分
析

　

よ
り
健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
に
、
民

間
企
業
等
で
作
成
す
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

（
貸
借
対
照
表
）や
コ
ス
ト
計
算
書
等
を
本

市
で
も
整
備
し
、
公
表
し
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

○
補
助
金
の
整
理
・
合
理
化

　

歳
出
の
削
減
と
行
政
の
果
た
す
べ
き
役

割
を
明
確
化
す
る
た
め
に
、
①
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
で
の
抜
本
的
な
補
助
金
の
見
直
し
、
②

補
助
金
ご
と
の
厳
格
な
終
期
の
設
定
と
管

理
、
③
市
民
参
画
・
協
働
の
視
点
に
立
っ

た
補
助
金
の
見
直
し
、
を
行
お
う
と
す
る

も
の
で
す
。

○
総
合
評
価
型
入
札
の
研
究
・
導
入

　

入
札
に
お
け
る
落
札
者
の
決
定
に
お
い

て
、
価
格
だ
け
で
は
な
く
、
性
能
・
品
質

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
最
も
有
利

な
申
し
込
み
を
し
た
者
を
落
札
者
と
す
る

総
合
評
価
方
式
。
効
率
的
な
公
共
工
事
を

推
進
す
る
た
め
に
、
こ
の
入
札
方
式
を
研

究
・
導
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
計
画
的
な
事
業
の
推
進

　

大
規
模
な
公
共
工
事
等
投
資
的
経
費
の

コ
ス
ト
縮
減
と
年
次
的
な
平
準
化
を
図
り
、

安
定
し
た
財
政
運
営
に
役
立
て
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
、
５
か
年
ス
パ
ン
の
中
期
事

業
計
画
を
策
定
し
、
行
政
評
価
お
よ
び
予

算
編
成
と
連
動
し
た
事
業
の
推
進
を
行
お

う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
自
治
基
本
条
例
の
制
定

　

日
本
国
憲
法
に
は「
国
民
主
権
」の
規
定

が
あ
り
ま
す
が
、「
市
民
主
権
」を
明
確
に

定
め
た
法
令
は
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
市
民
主
体
に
よ
る
市
政
を
推
進
し
、

市
民
と
行
政
と
の
協
働
を
確
立
す
る
た
め

に
、
自
治
体
の
最
高
法
規
と
位
置
付
け
ら

れ
る
自
治
基
本
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

○
イ
ベ
ン
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
導
入

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
で
き
る
市
民
が
自
分

の
特
技
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
お

き
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
を
し
て
も
ら

う
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
。
登
録
サ
ポ
ー
タ
ー

の
得
意
分
野
を
活
用
し
て
イ
ベ
ン
ト
の
質

の
向
上
を
図
り
、
市
民
参
画
と
協
働
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
人
件
費
の
削
減
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
こ
の
制
度

を
導
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
出
前
講
座
の
制
度
化

　

地
区
の
公
民
館
等
に
出
向
き
、
市
の
業

務
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
出
前
講
座
。
市

民
と
の
相
互
理
解
を
深
め
、
市
政
運
営
の

透
明
性
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
こ

の
出
前
講
座
に
つ
い
て
内
容
の
検
討
を
行

い
、
講
座
開
催
基
準
の
策
定
を
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

出水市行政改革大綱（案）・行政改革実施計画（案）
に対するパブリックコメント手続の結果

平成１８年１１月２０日（月）～同１２月１２日（火）募 集 期 間

◆広報いずみお知らせ版（１１月１５日号）
◆ホームページ（１１月２０日から掲載）
◆同報無線（１２月６日放送）

広報の方法

①出水市行政改革大綱（案）、②出水市行政改革実施計画（案）公 表 資 料

○新市まちづくり推進課　　　　　○本庁市民相談室
○高尾野支所総務課　　　　　　　○野田支所総務課
○中央・高尾野・野田の各図書館　○市ホームページ

閲 覧 場 所

２人（いずれも電子メール）
意 見 等 の
提 出 者 数

・効果の大きいものに的を絞って改革すべき
・合併により生じた重複する業務や施設の効率的運用を
・まずは財政計画の策定からスタートすべき
・病院事業は、存廃を含めて経営を見直すべき
・人件費削減のため定員管理適正化に徹底した取り組みを
・歳出の大幅カット、起債残高の減少で財政基盤を強化
・ミニ公募債発行の検討を
・実施計画には具体的な数値目標と期限の設定が必要では
・計画を確実に実行していく推進体制の構築を

寄せられた
意見（抜粋）

※ご意見の内容とそれらに対する市の考え方を市ホームページに掲載していますの
で、そちらもご覧ください。
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みんなで考えよう 行政改革！みんなで考えよう　行政改革！⑤⑤

１　「検」は、実施の前段階においての計画・調査等すべての事前準備を表しています。
２　「実」は、改革項目の完全実施だけでなく、段階的な実施や部分的な実施を表しています。
３　「検・実」は、年度内において検討の段階から実施の段階に移行することを表しています。
４　「→」は、前年度と同じ改革内容を継続させることを表しています。
　※所管課欄においては、新市まちづくり推進課を「新まち課」と略して記しています。

行政改革実施計画における取組事項一覧（その２）

平２２平２１平２０平１９平１８所管課２　自主性・自立性の高い財政運営の確保

�　歳入確保と経費節減

→→→実検・実財政課　①　市有財産の有効活用

→→→実検企画調整課　②　有料広告等の導入＊

→→実→検財政課　③　予算編成方法の見直し＊

→→→実検・実財政課　④　企業会計的手法の導入による財政分析＊

→→実検・実検財政課　⑤　市債発行の適正化と基金管理の徹底

→検・実→→検税務課　⑥　新税の調査研究と課税方法の見直し

�　補助金等の整理統合化

→→実→検財政課　①　補助金の整理・合理化＊

→→実→検※新まち課　②　受益者負担原則に基づく使用料等の適正化

�　公共工事コスト縮減

→→実→検道路河川課　①　一般競争入札の活用

→→実→検道路河川課　②　予定価格の事前公表等の再考

実→→→検道路河川課　③　総合評価型入札の研究・導入＊

→→→実検
投資事業関係課、
　　　　　財政課

　④　計画的な事業の推進＊

平２２平２１平２０平１９平１８所管課３　協働のまちづくりに向けた取り組み

�　行政の担うべき役割の重点化と民間活力の導入

→→実→検新まち課　①　公の施設のあり方の見直し

→→実→検新まち課　②　イベント事業の見直し

→→実→検新まち課　③　外部委託の推進

→→実→検総務課　④　行政事務連絡員に対する委嘱事務内容の見直し

�　市民との協働

→実→→検企画調整課　①　自治基本条例の制定＊

→→→実検・実企画調整課　②　パブリックコメント制度の導入

→→→実検企画調整課　③　審議会における市民公募枠等の拡充

→→実→検企画調整課　④　事業企画等の市民公募

→→実→検企画調整課　⑤　イベントサポーター制度の導入＊

�　行政情報開示の推進

→→→実検・実総務課　①　交際費の情報公開

→→→実検企画調整課　②　出前講座の制度化＊

→→→実検・実
企画調整課、
情報管理課

　③　広報紙・ホームページ・メールマガジン等によ
る情報提供の充実
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トピックストピックス

今今季季ののツツルル渡渡来来数数はは、、
1111,,553322羽羽！！

今季のツル渡来数は、
11,532羽！

　

１
月
６
日
の
早
朝
、
今
季
最
後
の
ツ
ル

の
羽
数
調
査（
第
６
回
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
干
拓
休
遊
地
を
高
尾
野
中
学
校
ツ
ル
ク

ラ
ブ
、
荒
崎
休
遊
地
を
荘
中
学
校
ツ
ル
ク

ラ
ブ
の
生
徒
ら
が
行
い
ま
し
た
が
、
途
中
、

荒
崎
休
遊
地
で
ツ
ル
が
一
斉
に
ね
ぐ
ら
か

ら
飛
び
立
ち
計
測
不
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
昨
年　

月　

日
に
行
わ
れ

１２

２３

た
第
５
回
羽
数
調
査
の
１
万
１
千　

羽
が

５３２

最
も
確
認
数
が
多
く
、
今
季
の
公
式
記
録

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、　

季
連
続
の
万
羽
ヅ
ル
、
観
測

１０

史
上
７
番
目
の
渡
来
数
が
確
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
季
の
羽
数
調
査
は
、
６
回
計

画
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
を
含
め
天
候
不

良
な
ど
に
よ
り
３
回
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
」を
導
入

し
て
平
成　

年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
、

１６

市
道
栄
町
裏
通
線
お
よ
び
仲
町
裏
通
線

（
通
称：

川
端
通
り
）の
整
備
が
終
わ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
道
路
は
、

◆
女
性
・
高
齢
者
が
安
心
し
て
歩
け
る
み
ち

◆
武
家
屋
敷
と
連
携
し
、
落
ち
着
き
の
あ

る
和
風
の
み
ち

◆
明
る
く
、
若
者
が
歩
け
る
み
ち

　

と
し
て
の
整
備
方
針
を
基
に
歩
道
や
街

路
灯
を
設
け
た「
歩
車
共
存
道
路（
※
）」で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
道
路
形
態
と
は
異
な
り
ま

す
の
で
、
通
行
に
は
十
分
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
街
の
景
観
や
沿
線
住
民

へ
の
配
慮
を
す
る
上
で
、
路
上
駐
車
、
不

法
占
用
物
件
の
設
置
お
よ
び
た
ば
こ
の
ポ

イ
捨
て
等
を
し
な
い
よ
う
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
道
路
は
大
型
車
両
進
入
禁

止
で
す（
指
定
車
・
許
可
車
を
除
く
）。

ツルが一斉にねぐらから飛び立ち計測不能にツルが一斉にねぐらから飛び立ち計測不能に
（（１月６日１月６日：：午前７時12分撮影午前７時12分撮影））

調査結果を発表する高尾野中調査結果を発表する高尾野中
学校ツルクラブ川俣愛部長学校ツルクラブ川俣愛部長
（平成18年11月25日）（平成18年11月25日）

羽数を集計する荘中学校ツル羽数を集計する荘中学校ツル
クラブの生徒クラブの生徒（（平成18年12月平成18年12月
９日）９日）

―ツルの羽数調査終了―

内訳：ナベヅル　９，５３０羽
　　　マナヅル　１，９９１羽
　　　クロヅル　　　５羽
　　　ナベクロヅル　３羽
　　　カナダヅル　　３羽

� ������������������������������

※歩車共存道路

　生活道路における快適な生活環
境の創造をもたらすことを目的と
し、通過交通の制限のために自動
車の速度を抑制する措置を講じ、
歩行者にとって安全かつ安心な通
行空間とした道路

川端通り川端通り がが
（（市道栄町裏通線・仲町裏通線）市道栄町裏通線・仲町裏通線）

生まれ変わりました！　　生まれ変わりました！
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平成17年度決算平成17年度決算

（単位：千円）

　

平
成　

年
度
は
、
市
町
合

１７

併
の
影
響
で
、
平
成　

年
４

１７

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３
月

１８

　

日
ま
で
は
、
旧
出
水
市
・

１２旧
高
尾
野
町
・
旧
野
田
町
の

そ
れ
ぞ
れ
で
打
ち
切
り
決
算

し
、
平
成　

年
３
月　

日
か

１８

１３

ら
同
月　

日
ま
で
の　

日
間

３１

１９

は
新
出
水
市
で
決
算
し
ま
し

た
。

消
防
組
合
決
算

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
合
併

前
は
、
旧
１
市
２
町
で
一
部

事
務
組
合
を
つ
く
り
運
営
し

て
い
ま
し
た
が
、
合
併
後
は
、

一
般
会
計
内
で
経
理
を
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
４
月
１

１７

日
か
ら
平
成　

年
３
月　

日

１８

１２

ま
で
の
決
算
は
次
の
と
お
り

で
す
。

決算の概要を

お知らせします

歳　入　　６億８，３１８万７千円
歳　出　　６億１，８２５万６千円

決　　　　　算　　　　　額
目　　的　　別

新出水市旧野田町旧高尾野町旧出水市

２８６，１２７２９３，９９４９０１，２３５３，６６９，６５０市　 税（ 町 税 ）○

１０８，８１０４５，８０３１３０，１７２２７７，９４４地 方 譲 与 税

４，８３１１，５００５，２０３１７，９３１利 子 割 交 付 金

２，１３９１３７４７９１，６５０配 当 割 交 付 金

４，０６８６１２１５７４４株式等譲渡所得割交付金

４７，３９９１００，７０７３７１，６７９地方消費税交付金

４，４４１１１，９１３ゴルフ場利用税交付金

３６，８８３７，０９４２０，３８９３４，５４２自動車取得税交付金

６，０５６２９，１０５１０６，７７７地方特例交付金

９１９，５９５１，０５６，１５９１，８５２，０８５４，１１６，３５９地 方 交 付 税

３，６３２６１３１，４１１４，２９０交通安全対策特別交付金

１０１，３４４２，３４９３２３，８２１２４１，９１４分担金及び負担金○

４７，４２２５６，７０８１１９，４０９３３７，０９３使用料及び手数料○

１，２７９，７４７２２，４０６１２１，５６１１，１０３，２７５国 庫 支 出 金

５５８，６６５４３，９７８２３４，９９０４２０，７０１県 支 出 金

１９，４８７１６，９８６１５，６１５５２，７７５財 産 収 入○

２１，５５５３６０寄 附 金○

５３５，８２７９２，４３３６９５，２６１３，９１０繰 入 金○

１５３，９２２３２６，６１３６１９，７３７繰 越 金○

３，２５７，２７５２０，３８９７１，４７９４４２，５８２諸 収 入○

１，３２７，２００１４１，０００５２６，２００１，４２５，９００市　 債（ 町 債 ）

８，４９７，４９３２，００８，９８９５，４７７，５０５１３，２６１，７２６歳 入 合 計

４，２４７，４８２６３６，７８３２，４５４，９８８５，３６８，０２１自 主 財 源○

４，２５０，０１１１，３７２，２０６３，０２２，５１７７，８９３，７０５依 存 財 源

一般会計 歳入目的別決算状況一般会計　歳入目的別決算状況
（単位：千円）

一般会計 歳出目的別決算状況一般会計　歳出目的別決算状況

決　　　　　算　　　　　額
目　　的　　別

新出水市旧野田町旧高尾野町旧出水市

１０，８９０６４，９６８９１，８９１１６８，１９３議 会 費

２，４１８，４１８５０９，１８１９８７，２０３１，７１８，４９８総 務 費

７５８，４４７４３８，７３０１，１２６，９８９３，４６９，３２４民 生 費

５９５，３２０２２０，９３８６８６，１８８１，２２０，５６１衛 生 費

１，８７６３５，６１２労 働 費

２０８，７０３２３９，４３４４２３，０２２６７４，４９７農 林 水 産 業 費

１４，８６１６，９４５４５，５４４１１７，４６４商 工 費

８１５，１５７７３，９８０１，５３０，２５８１，５６０，７３４土 木 費

８４，９２３８６，１１９１６７，８０７５３４，６８７消 防 費

１６７，５５６１９８，５９３７４２，５３５１，７１５，１７９教 育 費

７，４４３８４１６，６０１４４，５３８災 害 復 旧 費

１，４４８，４０８１２２，３４９３１７，１５２９５４，８３１公 債 費

１，２００，０００４５２００諸 支 出 金

７，７３２，００２１，９６２，１２３６，１２５，３９０１２，２１４，１１８歳 出 合 計
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平成17年度決算平成17年度決算

財
産
・
借
金
の
状
況

【
財　

産
】

　

市
も
一
般
家
庭
と
同
じ
よ
う
に

土
地
や
建
物
、
自
動
車
、
貯
金
な

ど
の
財
産
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

土
地
・
建
物
の
主
な
も
の
は
、

山
林
や
学
校
、
公
園
、
住
宅
な
ど

の
施
設
で
す
。
ま
た
、
一
般
家
庭

の
預
貯
金
に
相
当
す
る
も
の
を
基

金
と
呼
び
、
市
に
は
、
現
在　

の
１５

基
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、

財
源
が
不
足
し
そ
う
な
と
き
に
取

り
崩
し
た
り
す
る
も
の
、
あ
る
事

業
を
行
う
た
め
に
積
み
立
て
て
い

く
も
の（
積
立
基
金
）、
基
金
の
原

資
は
取
り
崩
さ
な
い
で
そ
の
利
息

を
使
っ
て
事
業
を
行
う
も
の（
果

実
運
用
基
金
）、
あ
る
一
定
の
金

額
の
基
金
を
原
資
に
土
地
を
購
入

し
た
り
、
貸
し
付
け
を
行
っ
た
り

す
る
も
の（
定
額
運
用
基
金
）な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
性
格
を
有
す
る
基
金

が
あ
り
ま
す
。

【
借　

金
】

　

市
に
は
、
地
方
債
と
い
わ
れ
る

借
金
が
平
成　

年
度
末
で
、
一
般

１７

会
計
と
特
別
会
計
と
を
合
わ
せ
て

　

億
９
千　

万
４
千
円
あ
り
ま
す
。

４５４

９９７

　

こ
れ
を
市
民
一
人
当
た
り
に
換

算
す
る
と
、
約　

万
５
千
円
に
な

７８

り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
借
金
の

中
に
は
償
還
金
の
一
部
を
地
方
交

付
税（
市
町
村
な
ど
の
地
方
自
治

体
が
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
を
保
て
る

よ
う
に
、
国
が
交
付
す
る
お
金
）

で
賄
っ
て
も
ら
う
も
の
も
あ
り
ま

す
。

公有財産の現在高
平 成 １７ 年 度 末

　

区　　　　分
現 在 高

６，５４３万４３２㎡土 地
（３，２５５万６，５０１㎡）（ う ち 山 林 ）

３１万４，１１８㎡建 物
４，５８８万１千円有 価 証 券

６億１，３６０万４千円出 資 金
６，９９１万９千円貸 付 金

２２６台車 両
１０７億１，６４８万１千円基 金

地方債残高

平 成 １７ 年 度 末
　

区　　　　分
現 在 高
２８０億８，３３２万６千円一 般 会 計

１０９億７６９万３千円公 共 下 水 道 事 業

３８億２，７１３万９千円特定環境保全公共下水道事業

２２億３，９３０万円農 業 集 落 排 水 事 業

３億１，０５２万６千円地 方 卸 売 市 場 事 業

１億３，１９９万円公共用地先行取得事業

４５４億９，９９７万４千円計

（単位：千円）

新出水市旧野田町旧高尾野町旧出水市会 計 名

８，１１１２０５，６６０５９５，５０６収益的収入

水道事業
９３，１５９１６７，８９８４６５，１３５収益的支出

１，７３６８，７８７２８５，１８８資本的収入

４７，２７７１６７，４１９５０４，０４９資本的支出

８２４，９５１３２８，２４２４３４，４０７４，３３６，６７１収益的収入

病院事業
８９４，８９６４０８，３８２４２３，８７４４，４５４，５４９収益的支出

５４５，８５８１，７５８２７，２９２１２，３６５資本的収入

２１０，２３５１，２９５５０，８６６５８０，８７５資本的支出

企業会計決算企業会計決算
　水道事業・病院事業の決算は下記のとおりです。

　なお、旧野田町の水道事業については、簡易水道特
別会計と野田・荘地区簡易水道組合（一部事務組合）会
計で経理をしていました。合併前の野田・荘地区簡易
水道組合の決算については、下記のとおりです。

（単位：千円）
会 計 の 内 容新出水市旧野田町旧高尾野町旧出水市会 計 名

自営業者や農林水産業
者などが加入する医療
保険を行う会計です。

１，７２５，８４３４０７，３８２１，３４８，２１５３，１８４，４５６歳入国民健康保険
（ 事 業 勘 定 ） １，６６４，４７９４８９，５７３１，４９２，５１７３，６０９，９６８歳出

大川内診療所の運営を
行う会計です。

１，４１１１２，８２８歳入国民健康保険
（ 直 診 勘 定 ） １，４１１１２，６４８歳出

交通事故で死亡したり、負傷し
たりしたときの見舞金を支払う
共済制度の運営を行う会計です。
いわゆる１円保険です。

８，２１２９，７１６歳入
交通災害共済

４，７６７５，６６９歳出
７５歳以上の高齢者の医
療費を支払うための会
計です。

１，０２１，５９４５８０，３８１１，５６４，０１９３，６９１，９４７歳入
老 人 保 健

１，０１７，５８３５８０，００３１，５２７，３８０３，６９１，９３２歳出
工場等の用地を造成し
て、企業等に売却する会
計です。

７５，２３５歳入
用 地 造 成

７５，２３５歳出
出水地区の生活雑排水
等を浄化処理するため
の会計です。

１，２８７，１２１６０１，７０３歳入
公 共 下 水 道

１，２８７，１２１１，２９７，１８９歳出
高尾野地区の生活雑排
水等を浄化処理するた
めの会計です。

７１０，８０６３１７，５２３歳入特定環境保全
公 共 下 水 道 ７１０，８０６６５７，５２３歳出

野田地区・江内地区の生
活雑排水等を浄化処理
するための会計です。

９３，６０４１４７，６４８３０，２７５歳入
農業集落排水

９３，６０４１２１，４６８３０，２７５歳出
「出水市公設地方卸売市
場」の施設管理等を行う
会計です。

１０，９６３１１，９６８歳入
地方卸売市場

１０，９６３１１，９６８歳出
新幹線出水駅周辺の用
地を先行取得するため
に設置された会計です。

２６，４１６２６，４１６歳入公共用地先行
取 得 ２６，４１６２６，４１６歳出

上場地区住民に飲雑用水
を供給するための会計で
す。新出水市では、水道
事業に編入しました。

７，０３６歳入上場地区簡易
水 道 ６，８８２歳出

野田地区住民に飲雑用水
を供給するための会計で
す。新出水市では、水道
事業に編入しました。

４６，６９９歳入野 田 町
簡 易 水 道 ３９，４６９歳出

介護保険を行う会計で
す。

１，０１８，６９２３５０，８０４７７４，８７２１，７７２，４０１歳入介 護 保 険 ９９４，７１８３２９，５２８７４７，０５５２，０８９，７３４歳出
寝たきりの方等が、在宅で
療養ができるよう支援する
ための会計ですが、平成１８
年５月に休止しました。

３，６８７２０，２５９歳入訪 問 看 護 ス
テ ー シ ョ ン ３，２８４２０，６８８歳出

　特別会計とは、地方公共団体が特定の収入をもって特定の支出に
充てる事業について、一般会計と切り離して収支経理を行う会計で
す。決算状況は次のとおりです。

歳　入　　９，８３６万６千円
歳　出　　８，３４７万円

特別会計決算特別会計決算
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記　　　録順　　　位１４１３１２１１１０９８７６５４３２１地区　　　区間
１時間２７分２２秒西 出 水１��������������西 出 水
１時間２８分５６秒出 水２��������������東 出 水
１時間２９分５０秒米 ノ 津 東３��������������下 水 流
１時間３０分５１秒東 出 水４���������　����米 ノ 津 東
１時間３１分０６秒高 尾 野５�������������高 尾 野
１時間３３分２１秒米 ノ 津６��������������出 水
１時間３６分１８秒江 内７������　�������米 ノ 津
１時間３６分２４秒野 田８������������ 大 川 内
１時間４１分１６秒下 水 流９������������� 野 田
１時間４５分２７秒大 川 内１０��������������江 内
１時間４６分２０秒荘１１��������������荘

　

第
１
回「
市
内
地
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
」が
、　

月　

日
に
市
陸
上

１２

１７

競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
市
内
一
円　

区
間　

・　

㌔

１４

２５

５９

の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
合
併
後
、
初
め
て
の
開
催
と
な
っ
た
今

回
は
、
市
内
全
地
区
体
育
協
会
代
表
そ
れ
ぞ
れ
１
チ
ー
ム
ず
つ
の
計　
１１

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
男
女　

人
の
選
手
が
出
走
し
ま
し
た
。

１５４

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
午
前
９

時　

分
、
渋
谷
市
長
の
号
砲
を
合
図
に
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
大
勢
の
市

５０
民
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
各
区
間
で
次
々
に
た
す
き
を
リ
レ
ー
し

ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
、
西
出
水
地
区
が
４
区
、
５
区
で
一
時
出
水
地
区
に
リ
ー

ド
さ
れ
た
も
の
の
終
始
優
位
に
立
ち
、
２
位
以
下
を
大
き
く
引
き
離
し

て
優
勝
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
２
位
に
は
出
水
地
区
、
３
位
に
は
米
ノ
津
東
地
区
が
入
り
ま

し
た
。

区　

間　

順　

位

（
各
区
間
３
位
ま
で
掲
載
、
敬
称

略
）

１
区（　

歳
代　

２
・　

㌔
）

１０

４８

　

①
松
原　

康
浩（
西
出
水
）

　

②
松
元　

僚（
東
出
水
）

　

③
小
牟
田
健
二（
下
水
流
）

２
区
（
中
学
・
高
校
生
女
子

　

１
・　

㌔
）

６４

　

①
池
上　

史
織（
出
水
）

　

②
馬
見
新
明
日
香（
高
尾
野
）

　

③
佐
々
木
由
美（
米
ノ
津
東
）

３
区（
一
般
女
子　

１
・　

㌔
）

１０

　

①
下
屋
敷　

望（
大
川
内
）

　

②
濱
畑　

理
恵（
米
ノ
津
）

　

③
弓
削　

真
美（
東
出
水
）

４
区（
一
般
男
子　

２
・　

㌔
）

４８

　

①
松
元　

祐
樹（
出
水
）

　

②
野
端　

茂
雄（
米
ノ
津
東
）

　

③
本
内　

祐
二（
江
内
）

５
区（
小
学
生
女
子　

０
・　

㌔
）

９４

　

①
西　

あ
ず
さ（
高
尾
野
）

　

②
田
代　

麻
依（
西
出
水
）

　

③
辻
田　

美
帆（
出
水
）

６
区（　

歳
代　

２
・　

㌔
）

１０

１８

　

①
池
上　

佑
市（
東
出
水
）

　

②
相
川　

亮
祐（
西
出
水
）

　

③
遠
竹　

樹（
米
ノ
津
東
）

７
区（
中
学
生
男
子　

２
・　

㌔
）

２０

　

①
田
上　

裕
太（
西
出
水
）

　

②
原
田　

守
三（
高
尾
野
）

　

③
野
田　

和
稔（
米
ノ
津
）

第
１
回　

市
内
地
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

西
出
水
地
区
が
優
勝
！

８
区（
一
般
男
子　

２
・　

㌔
）

４９

　

①
杉
元　

博
幸（
東
出
水
）

　

②
吉
留　

達
郎（
高
尾
野
）

　

③
銅
口　

実（
出
水
）

９
区（
小
学
生
男
子　

１
・　

㌔
）

１５

　

①
本
蔵　

翼（
米
ノ
津
東
）

　

②
吉
海　

翔（
東
出
水
）

　

③
脇
田　

嵐
士（
西
出
水
）

　

区（　

歳
代　

１
・　

㌔
）

１０

２０

９３

　

①
小
川
田　

陽（
西
出
水
）

　

②
児
玉　

俊
二（
米
ノ
津
）

　

③
脇　

秀
司（
米
ノ
津
東
）

　

区（　

歳
代　

２
・　

㌔
）

１１

３０

１３

　

①
山
端　

仁（
出
水
）

　

②
神
之
田
武
文（
西
出
水
）

　

③
松
田　

文
仁（
米
ノ
津
東
）

　

③
石
元　

悟（
米
ノ
津
）

　

区（
中
学
生
男
子　

１
・　

㌔
）

１２

７７

　

①
山
口　

貴
寛（
西
出
水
）

　

②
大
庵　

亨
輔（
野
田
）

　

③
小
野　

公
平（
高
尾
野
）

　

区（　

歳
代　

２
・　

㌔
）

１３

４０

１８

　

①
江
川
野
清
志（
西
出
水
）

　

②
鳥
越　

健（
出
水
）

　

③
曽
我
部
健
二（
米
ノ
津
東
）

　

区（　

歳
以
上　

０
・　

㌔
）

１４

５０

９２

　

①
田
中　

義
孝（
出
水
）

　

②
脇　

武
志（
米
ノ
津
東
）

　

②
松
元　

栄
洋（
西
出
水
）

※
区
間
賞
数

　

西
出
水
５
、
出
水
４
、

　

東
出
水
２
、
大
川
内
１
、

　

米
ノ
津
東
１
、
高
尾
野
１

優勝した西出水地区の選手の皆さん優勝した西出水地区の選手の皆さん

一斉にスタートするランナー一斉にスタートするランナー

�

�
�
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●
自
動
償
還
方
式
と
は
、

　

県
内
の
医
療
機
関
で
、
市
が
交

付
し
た
受
給
資
格
者
証
を
提
示
し

て
受
診
す
れ
ば
、
利
用
者
は
助
成

申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
は
な
く
、

助
成
金
は
後
日
、
指
定
口
座
へ
自

動
振
り
込
み
と
な
る
方
式
で
す
。

●
自
動
償
還
方
式
に
な
る
と
、

　

利
用
者
の
方
々
の
煩
雑
な
申
請

手
続
き
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

●
改
正
の
時
期
は
、

　

自
動
償
還
方
式
に
よ
る
取
り
扱

い
は
、
３
月
１
日
診
療
分
か
ら
で

す
。
そ
れ
以
前
の
診
療
に
係
る
分

は
従
来
ど
お
り
助
成
申
請
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※
改
正
後
で
も
、
県
外
の
医
療
機

関
で
受
診
し
た
場
合
や
、
受
給

資
格
者
証
を
提
示
し
な
か
っ
た

場
合
は
、
従
来
ど
お
り
の
申
請

が
必
要
で
す
。

　

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度
に

登
録
し
て
い
る
方
に
は
、
２
月
末

に
新
し
い
受
給
資
格
者
証
を
郵
送

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
保
健
環
境
課
予
防
係

　
（
�
�
４
０
４
３：

直
通
）

▽
高
尾
野
支
所
保
健
福
祉
課

　

健
康
係（
�
�
５
４
１
７：

直
通
）

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
係

　
（
�
�
４
８
１
４：

直
通
）

　

任
期
満
了
に
伴
う
鹿
児
島
県
議

会
議
員
選
挙（
出
水
市
区
定
数
２
）

が
、
３
月　

日
に
告
示
・
立
候
補

３０

受
け
付
け
、
４
月
８
日
に
投
票
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

立
候
補
受
け
付
け　

３
月　

日
３０

（
金
）午
前
８
時　

分
か
ら
午
後

３０

５
時
ま
で
、
本
庁　

会
議
室

２０１

（
２
階
）で
行
い
ま
す
。

投
票
が
で
き
る
人　

昭
和　

年
４

６２

月
９
日
以
前
の
出
生
者
で
、
昨

年
の　

月　

日
以
前
か
ら
引
き

１２

２９

続
き
本
市
に
居
住
し
、
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
お
よ
び
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

※
昨
年
の　

月　

日
以
降
に
県
内

１２

３０

の
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ

た
人
は
、
前
住
所
地
で
投
票
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

不
在
者
投
票
は
本
市
で
で
き
ま

す
が
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
�
�
４
０
７
５：

直
通
）

 

　

大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
大
型

特
殊
自
動
車
や
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど

の
け
ん
引
車
両
を
運
転
す
る
場
合

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
免
許（
大
型

特
殊
免
許
・
け
ん
引
免
許
）が
必

要
で
す
。

　

無
免
許
運
転
を
し
た
場
合
は
、

１
回
の
違
反
で
す
べ
て
の
運
転
免

許
が
取
り
消
し
に
な
り
ま
す
の
で
、

免
許
を
取
得
し
て
、
安
全
に
運
転

し
ま
し
ょ
う
。

●
大
型
特
殊
自
動
車

長
さ
が　

�
、
幅
が　

�
、
高

４.７

１.７

さ
が　

�
、
最
高
速
度
が
時
速

２.０

　

�
�
を
超
え
る
も
の

１５
●
け
ん
引
自
動
車（
ト
レ
ー
ラ
ー

等
）

総
重
量
が　

�
�
を
超
え
る
も

７５０

の
を
け
ん
引
す
る
と
き

問
い
合
わ
せ
先

▼
出
水
自
動
車
学
校

　
（
�
�
０
２
３
０
）

▼
出
水
自
動
車
教
習
所

　
（
�
�
３
０
０
０
）

▼
出
水
警
察
署（
�
�
０
１
１
０
）

▽
本
庁
市
民
課
市
民
生
活
係

　
（
�
�
４
０
４
２：

直
通
）

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
の
支
給

方
法
が
、
３
月
１
日
受
診
分
か

ら
自
動
償
還
方
式
に
な
り
ま
す

４
月
８
日
は
県
議
選
の
投
票
日

ご
存
じ
で
す
か
？

『
大
型
特
殊
・

　

け
ん
引
自
動
車
免
許
』

出水市立少年少女合唱団
第１２回　演　奏　会

　市内の小学４年生から中学２年生までの団員が、
日ごろの練習の成果を披露します。
　多くの方のご来場をお待ちしています。

日　時　３月４日（日）
　　　　午後１時３０分開演（午後１時開場）
会　場　市音楽ホール
曲　目　「しゃぼん玉」、「翼を抱いて」、「動物メド

レー（うさぎのダンス、ねこふんじゃった）」
ほか多数

入場料　無料
問い合わせ先
　市中央公民館内社会教育課（��２１０６）

　　クレインパークいずみからのお知らせ　　　
　

おおおおおおおおおおおもももももももももももちちちちちちちちちちちゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃを
募集しています

　ブリキのおもちゃ、木のおもちゃ、ソフトビ
ニールのおもちゃ、プラスチックのおもちゃなど
なんでもけっこうです。
　「見て、さわって、作るおもちゃ展」と同時開催
の、第２回市民コレクション展「私の大切なおも
ちゃ」で展示する予定です。

募集期限　２月２８日（水）
応募・問い合わせ先
　クレインパークいずみ（��８９１５）
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　西部航空音楽隊は、主に九州・中国・四国地方で
活動しており、航空自衛隊が実施する式典や行事の
ほか、国家的行事や国際的な行事などでも演奏を披
露しています。
　聴く人に感動を与える、迫力ある演奏をお楽しみ
ください。

日　時　２月１７日（土）
　　　　午後６時開演（午後５時開場）
　　　　※開演前の午後５時から３０分間程度、ロ

ビーコンサートを予定しています。
場　所　市文化会館
入場料　無料
主　催　出水市防衛協会
共　催　出水市・出水市隊友会・出水市自衛隊父兄会
後　援　自衛隊鹿児島協力本部・出水市教育委員会
問い合わせ先
　本庁市民課市民生活係（��４０４２：直通）

　
募
集
訓
練
科

●
普
通
訓
練
…
土
木
施
工
科

●
短
期
訓
練
…
１
級
・
２
級
土
木

施
工
管
理
技
士
科

入
校
資
格

◎
高
校
卒
業
以
上
お
よ
び
同
等
の

学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

◎
雇
用
保
険
の
加
入
者
、
ま
た
は

労
災
保
険
の
特
別
加
入
者

申
し
込
み
方
法　

所
定
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
出

水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
本
庁
商
工
観
光
課
、

各
支
所
産
業
振
興
課
に
も
あ
り

ま
す
。

申
込
期
限　

２
月　

日（
水
）

２８

問
い
合
わ
せ
先

▼
出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

出
水
市
野
田
町
下
名
５
２
７
９

番
地

　
（
�
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２
４
５
１
）

　

川
薩
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、

Ｃ
Ａ
Ｄ（
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
木
造

建
築
設
計
・
製
図
・
積
算
）説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
　

時　

３
月
３
日（
土
）

　

午
後
１
時
か
ら
同
４
時
ま
で

場　
　

所　

川
薩
人
材
育
成
セ
ン

タ
ー
Ｃ
Ａ
Ｄ
教
室

受
講
料　

無
料

募
集
定
員　
　

人（
定
員
に
な
り

１０

次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

申
込
期
限　

２
月　

日（
水
）

２８

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▼
川
薩
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

薩
摩
川
内
市
青
山
町
４
５
９
７

番
地（
�
０
９
９
６
―
２
２
―

３
８
７
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
６

―
２
０
―
６
４
２
３
）

平
成　

年
度

19

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練

校
の
訓
練
生
を
募
集

税務課からのお知らせ
　風水害や火災などの災害によって、住宅や家財な

どに損害を受けたときは、確定申告で、

①「所得税法」に定める雑損控除

②「災害減免法」に定める税金の軽減免除

のどちらか有利な方を選ぶことによって所得税の全

部または一部を軽減することができます。

　詳しくは、出水税務署（��０９０２）にお尋ねください。

Ｃ
Ａ
Ｄ（
木
造
建
築
部
門
）

説
明
会
を
開
催

応募資格　採用予定月の１日現在、１８歳以上２７歳未満の
男子

受付期限　２月１３日（火）
試験期日　２月１８日（日）
試験会場　陸上自衛隊国分駐屯地
合格発表　３月２日（金）予定
採用時期　平成１９年３月下旬～同４月上旬
待　　遇
◎給　与
　初任給１５７，５００円、９か月後１７２，１００円
　※採用時の給与は、採用予定者の学歴・経歴等により
異なります。

◎手　当
　期末・勤勉手当（年２回４．４５か月、平成１８年度実績）
特殊勤務手当、地域手当、寒冷地手当、特地勤務手当、
乗組手当（艦艇）、航海手当、航空手当等がそれぞれの
該当者に支給されます。
◎休　日
年次休暇（年２４日）のほか、夏季および年末年始の特別
休暇があり、週休２日制が実施されています。
◎福利厚生
運動・娯楽・趣味・教養に関することや、売店・保
養・宿泊施設等に力を入れています。
◎退職共済年金等
国家公務員共済組合法による退職共済年金等の適用が
あります。
問い合わせ先
　�自衛隊鹿児島地方協力本部薩摩川内出張所
　　（�０９９６－２２－２４０１）
　　メールアドレス　kago-plo-sendai@citrus.ocn.ne.jp
　�本庁市民課市民生活係（��４０４２：直通）
　�高尾野支所市民生活課市民生活係（��５４１４：直通）
　�野田支所市民福祉課市民生活係（��４８１３：直通）

航空自衛隊
西部航空音楽隊コンサート

自衛官募集
２等陸・海・空士《男子》
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国民年金情報・消費生活情報

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
納
付

書
で
全
国
の
ど
こ
の
金
融
機
関
や

コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
口
座
振
替
に
す
る
と

も
っ
と
便
利
で
お
得
で
す
。

　

毎
月
、
金
融
機
関
等
に
保
険
料

を
納
め
に
行
く
手
間
が
省
け
、
ま

た
、
つ
い
う
っ
か
り
忘
れ
て
、
あ

と
で
し
ま
っ
た
！
と
い
う
こ
と
も

な
く
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
は
簡
単
。
納
付
書
に
添

付
さ
れ
て
い
る
国
民
年
金
保
険
料

口
座
振
替
納
付
申
出
書
と
預
金
通

帳
・
届
出
印
を
持
っ
て
最
寄
り
の

金
融
機
関
等
の
窓
口
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
引
き
落
と
し
の
開
始
時
期
は
、

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
自
宅
に

送
付
さ
れ
る「
口
座
振
替
開
始

通
知
書
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
４
月
分
の
保
険
料
か
ら
、
口
座

振
替
の
１
年
前
納
ま
た
は
、
６

か
月
前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

２
月
末
日
ま
で
に
手
続
き
が
必

要
で
す
。

　

定
額
の
保
険
料
に
月
額　

円
の

４００

付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
め

る
と
、
将
来
の
年
金
額
に
付
加
年

金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
取
り

た
い
方
に
お
勧
め
し
ま
す
。

　

付
加
年
金
の
受
給
額
は
、
付
加

保
険
料
納
付
月
数
掛
け
る　

円
で

２００

す
。

　

し
た
が
っ
て
、　

年
間
付
加
保

４０

険
料
を
納
め
た
方
に
は
、
毎
年
、

老
齢
基
礎
年
金
に
９
万
６
千
円
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

　

加
入
申
し
込
み
は
、
本
庁
・
各

支
所
の
年
金
担
当
窓
口
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

  

※
自
分
の
国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
加
入
記
録
や
納
付
記
録
を
確

か
め
た
い
方
、
そ
の
他
、
年
金

に
関
す
る
こ
と
は
、
年
金
手
帳

を
持
参
の
上
、
川
内
社
会
保
険

事
務
所（
�
０
９
９
６
―
２
２

―
５
２
７
６
）ま
た
は
、
本

庁
・
各
支
所
の
年
金
担
当
窓
口

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

２
月　

日（
金
）

１６

時　

間　

▼
午
前　

時
か
ら
午
後

１０

０
時　

分
ま
で　

▼
午
後
１
時

１５

か
ら
同
３
時
ま
で

場　

所　

高
尾
野
支
所
会
議
室

内　

容　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
手
続
き
等

相
談
員　

川
内
社
会
保
険
事
務
所

職
員

問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
市
民
課
国
民
年
金
係

　
（
�
�
４
０
３
９：

直
通
）

▽
高
尾
野
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係

　
（
�
�
５
４
１
６：

直
通
）

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　

保
険
年
金
係

　
（
�
�
４
８
１
４：

直
通
）

　

近
年
、
収
入
減
少
、
失
業
、
倒

産
、
保
証
倒
れ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
過
剰
な
利
用
な
ど
に
よ

る
多
重
債
務
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
度
、
高
金
利
で
借
り
入
れ
を
す

る
と
、
返
済
が
困
難
と
な
り
、
そ

の
返
済
の
た
め
に
さ
ら
に
借
り
入

れ
を
繰
り
返
し
て
し
ま
い
、
自
転

車
操
業
に
陥
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
多
重
債
務
に
陥
ら

な
い
よ
う
、
次
の
点
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

◎
生
涯
の
財
政
計
画
を
立
て
る
。

◎
安
易
に
カ
ー
ド
を
利
用
し
な
い
。

他
人
に
貸
さ
な
い
。

◎
返
済
の
た
め
の
借
り
入
れ
を
し

な
い
。

◎
保
証
人
や
連
帯
保
証
人
を
頼
ま

れ
た
と
き
は
、
責
任
の
範
囲
を

確
認
す
る
。

◎
紹
介
屋
、
買
取
屋
、
整
理
屋
な

ど
の
誘
い
に
乗
ら
な
い
。

　

ま
た
、
消
費
者
金
融
か
ら
も
融

資
を
断
ら
れ
た
多
重
債
務
者
を
狙

い
、　

日
で
１
割
、　

日
で
３
割

１０

１０

な
ど
の
法
外
な
高
金
利
で
貸
し
付

け
る「
ヤ
ミ
金
」と
呼
ば
れ
る
貸
金

業
者
も
多
く
存
在
し
ま
す
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　

も
し
多
重
債
務
に
陥
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
で
も
、
任
意
整
理
、

特
定
調
停
、
個
人
再
生
、
自
己
破

産
な
ど
、
解
決
方
法
が
あ
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
整
理
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
詳
し
く
は
消
費
生
活

相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

は
、
本
庁
市
民
課
市
民
生
活
係

（
�
�
４
０
４
２：

直
通
）に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

�

�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

深
刻
化
す
る
多
重
債
務

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国

民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情

報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

国
民
年
金
情
報

�

�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

知知知知知知知知知知っっっっっっっっっってててててててててててててててててててて知ってて
よよよよよよよよよよかかかかかかかかかかっっっっっっっっっったたたたたたたたたた！！！！！！！！！！よかった！　
消費生活情報

出
水
地
区
年
金
相
談
所
を
開
設

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

付
加
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？



12広報いずみ ２００７（平成１９年）２/１号

�

�

�

�

�����������������

�����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

絶
え
間
な
く
出
る
鼻
水
や
く

し
ゃ
み
。
目
が
か
す
む
、
の
ど
が

痛
い
…
。
春
が
近
づ
く
と
こ
ん
な

症
状
に
悩
ま
さ
れ
る
人
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
花
粉
症
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し

ま
す
。

　

花
粉
症
は
、
正
し
い
治
療
で
症

状
が
和
ら
ぐ
病
気
で
す
。
症
状
が

続
い
た
ら
ま
ず
、
医
療
機
関
を
受

診
し
て
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

花
粉
症
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
治

療
法
と
し
て
、
症
状
を
和
ら
げ
る

た
め
に
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
や
ス
テ

ロ
イ
ド
薬
の
点
鼻
液
等
が
処
方
さ

れ
ま
す
。
処
方
薬
は
勝
手
に
中
止

せ
ず
、
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
続

け
て
服
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
症
状
が
出
る
前
に
抗
ア

レ
ル
ギ
ー
薬
を
服
用
し
て
予
防
効

果
を
高
め
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

花
粉
飛
散
開
始
時
期
の
１
か
月
く

ら
い
前
に
医
療
機
関
へ
行
き
、
診

察
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
常
生
活
で
は
ど
ん
な
こ
と
に

注
意
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
外
出
時
に
は
眼
鏡
や
マ

ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。
次
に
、
室

内
に
花
粉
を
入
れ
な
い
対
策
が
大

切
で
す
。

●
外
か
ら
帰
っ
た
ら
、
洋
服
や
髪

の
毛
に
つ
い
た
花
粉
を
落
と
し
、

顔
・
目
・
鼻
を
洗
い
、
う
が
い

を
す
る
。

●
窓
は
で
き
る
だ
け
閉
め
る
。

●
布
団
や
洗
濯
物
は
で
き
る
だ
け

外
に
干
さ
な
い
。
外
に
干
す
と

き
は
取
り
込
む
と
き
に
よ
く
は

た
く
。

●
室
内
を
こ
ま
め
に
清
掃
す
る
。

　

ま
た
、
自
律
神
経
の
安
定
を
保

つ
よ
う
に
、
ス
ト
レ
ス
を
上
手
に

解
消
し
ま
し
ょ
う
。
花
粉
飛
散

シ
ー
ズ
ン
中
は
、
天
気
予
報
の
花

粉
情
報
な
ど
も
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

早
め
に
適
切
な
対
策
や
対
処
を

行
い
、
さ
わ
や
か
な
春
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。

新
し
い
本
の
紹
介
（
予
定
）

《
幼
児
・
小
学
生
》

▼
ウ
サ
ギ
が
丘
の
き
び
し
い
冬

（
ロ
バ
ー
ト
・
ロ
ー
ソ
ン
）▼
お
さ

ん
ぽ
ト
コ
ち
ゃ
ん　

ト
コ
ト
コ
ト

コ（
宮
西
達
也
）▼
も
ぐ
ら
の
グ
ラ

ボ
ー（
ル
イ
ズ
・
ム
ル
シ
ェ
ツ
）▼

に
わ
と
り
ち
ゃ
ん
と
こ
ぎ
つ
ね
く

ん（
ブ
リ
ギ
ッ
テ
・
シ
ジ
ャ
ン
ス

キ
ー
）▼
小
さ
な
小
さ
な
魔
女

ピ
ッ
キ（
ト
ー
ン
・
テ
レ
ヘ
ン
）▼

ま
る
い
ね　

ま
る
い
ぬ（
ケ
ビ
ン
・

ヘ
ン
ク
ス
）▼
と
り
に
な
っ
た

は
っ
ぱ
の
お
は
な
し（
今
西
祐
行
）

▼
生
麦　

生
米　

生
卵（
長
谷
川

義
史
）▼
お
姫
さ
ま
の
ア
リ
の
巣

た
ん
け
ん（
秋
山
あ
ゆ
子
）…
等

《
小
学
生
・
中
学
生
》

▼
海
駆
け
る
騎
士
の
伝
説（
ダ
イ

ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
）▼

お
こ
り
ん
ぼ
の
魔
女
が
ま
た
や
っ

て
き
た
！（
ハ
ン
ナ
・
ク
ラ
ー
ン
）

…
等

《
高
校
生
・
一
般
》

▼
す
べ
て
の
愛
に
つ
い
て（
浅
田

次
郎
）▼
水
の
な
か
の
蛍（
池
永

陽
）▼
使
命
と
魂
の
リ
ミ
ッ
ト（
東

野
圭
吾
）▼
鬼
仙（
南
條
竹
則
）▼

き
ら
め
く
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド（
野

中
柊
）▼
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ（
阿
部
和
重
）▼
ふ
れ
て

い
た
い（
小
手
鞠
る
い
）▼
天
国
は

待
っ
て
く
れ
る（
岡
田
恵
和
）▼
松

浦
静
山
夜
話
語
り（
堂
門
冬
二
）▼

見
え
な
い
誰
か
と（
瀬
尾
ま
い
こ
）

▼
回
り
灯
籠（
吉
村
昭
）▼
赤
朽
葉

家
の
伝
説（
桜
庭
一
樹
）▼
犯
人
に

願
い
を（
森
巣
博
）▼
ま
た
会
う
日

ま
で（
柴
崎
友
香
）▼
一
所
懸
命

（
岩
井
三
四
二
）▼
植
物
診
断
室

（
星
野
智
幸
）▼
匂
い
の
記
憶（
日

向
蓬
）▼
で
か
い
月
だ
な（
水
森
サ

ト
リ
）▼
欲
し
い（
永
井
す
る
み
）

▼
幻
を
な
ぐ
る（
瀬
戸
良
枝
）▼
エ

ス
ケ
イ
プ
／
ア
ブ
セ
ン
ト（
絲
山

秋
子
）▼
蝶
か
蛾
か（
大
道
球
貴
）

▼
空
を
み
ろ（
朱
川
湊
人
）▼
オ
モ

チ
ャ
箱（
野
崎
六
助
）▼
天
使
の
眠

り（
岸
田
る
り
子
）▼
ま
と
い
大
名

（
山
本
一
力
）…
等

【
読
み
聞
か
せ
】

　

中
央
図
書
館

　
　

毎
週
水
曜
日
午
後
４
時

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

毎
週
月
曜
日
午
後
４
時

　

野
田
図
書
館

　
　

毎
週
木
曜
日
午
後
４
時

【
親
子
読
書
教
室
・
す
く
す
く
】　

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

第
２
・
第
４
火
曜
日

　
　

午
前　

時　

分

１０

３０

【
成
人
読
書
会
・
い
も
つ
る
】

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

第
４
月
曜
日
午
前　

時
１０

花
粉
症
の
気
に
な
る
季
節
で
す

２月の休館日開 館 時 間

５日、１１日、１２日、
１９日、２６日

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜日
　午前９時～午後６時

中 央 図 書 館
（��２１０５）

１日、６日～９日、
１５日、２２日午前９時～午後６時高 尾 野 図 書 館

（��５４５２）

２日、９日、１６日、
２０日～２３日午前９時～午後６時野 田 図 書 館

（��３１００）

図
書
館
だ
よ
り

◆雑誌リサイクルデーを開催◆
　中央図書館では、２月１８日（日）午前９時から、
保存期間が経過した雑誌を希望者に無料でお譲り
する「雑誌リサイクルデー」を開催します。お目当
ての雑誌がある方は、ぜひお越しください。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
◆臨時休館のお知らせ◆

　高尾野図書館は、２月６日（火）から同９日（金）ま
での間、野田図書館は、２月２０日（火）から同２３日
（金）までの間、蔵書整理・点検のため休館します。
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悲
惨
だ
っ
た
戦
争
中
の
体
験
を
後
世
に
伝

え
た
い
と
、
宇
都
口
虎
雄
さ
ん（
下
平
野
）が
、

航
空
隊
員
時
代
の
体
験
を
ま
と
め
た「
海
軍

少
年
飛
行
兵
乙
種
飛
行
予
科
練
習
生
第
十
七

期
生『
証
言
』」を
出
版
し
ま
し
た
。

　
　

月
７
日
、
市
長
室
を
訪
れ
た
宇
都
口
さ

１２
ん
は
、
平
和
を
考
え
る
資
料
と
し
て
役
立
て

て
ほ
し
い
と
渋
谷
市
長
に
６
冊
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　

宇
都
口
さ
ん
は
、「
再
び
戦
争
を
起
こ
し

て
は
な
ら
な
い
。
多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら

い
平
和
に
貢
献
で
き
れ
ば
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
本
は
市
内
３
つ
の
図
書
館
に

所
蔵
し
て
あ
り
、
ど
な
た
で
も
お
読
み
い
た

だ
け
ま
す
。

　
　

月
６
日
に
西
出
水
小
学
校
で
、
毎
年
恒

１２
例
の「
も
ち
つ
き
大
会
」が
あ
り
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
に

協
力
を
も
ら
い
、
６
年
生
の
児
童　

人
が
、

１３２

小
学
校
時
代
の
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
り
ま

し
た
。

　

用
意
し
た
も
ち
米
は　

�
。
老
人
ク
ラ
ブ

１００

の
方
々
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
う
す
の
中

の
も
ち
米
を
ね
ら
っ
て
、
力
い
っ
ぱ
い
き
ね

を
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　

小
田
久
君
は
、「
初
め
は
失
敗
し
た
け
ど
、

教
え
て
も
ら
っ
た
ら
う
ま
く
つ
け
ま
し
た
」

と
元
気
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

つ
き
上
が
っ
た
も
ち
は
、
あ
ん
こ
も
ち
な

ど
に
し
て
参
加
者
全
員
で
お
い
し
く
食
べ
ま

し
た
。

　
「
リ
サ
イ
ク
ル
＆
ハ
ー
ト
フ
ル
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
」が　

月
９
日
、
社
会
福
祉
会

１２

館
と
敬
老
園
で
開
催
さ
れ
、
市
内
の
小
学
５
、

６
年
生　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

２１

　

広
告
の
チ
ラ
シ
を
使
っ
た
は
が
き
作
り
や

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
し
ん
を
使
っ
た
ち

ぎ
り
絵
工
作
を
行
い
、
そ
の
後
、
敬
老
園
の

入
園
者
と
ゲ
ー
ム
な
ど
の
ふ
れ
あ
い
交
流
を

楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
交
流
し
た
敬

老
園
の
入
園
者
に
手
作
り
は
が
き
を
使
っ
て

年
賀
状
を
書
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
石
橋
康
平
君（
西
出
水
小
６
年
）

は
、「
は
が
き
を
作
る
の
が
難
し
か
っ
た
。

ふ
れ
あ
い
交
流
で
は
歌
を
歌
っ
た
り
楽
し

か
っ
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

大
相
撲
冬
巡
業
の
出
水
場
所
が　

月
９
日
、

１２

市
総
合
体
育
館
で
５
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

普
段
、
テ
レ
ビ
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
力
士
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
る
と

あ
っ
て
、
市
内
外
か
ら
相
撲
フ
ァ
ン
約
２
千

人
が
詰
め
掛
け
、
土
俵
上
の
熱
戦
に
盛
ん
な

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

取
組
の
合
間
に
は
、
昨
年
５
月
に
引
退
し

た
本
市
出
身
の
隆
の
鶴
親
方
が
こ
れ
ま
で
の

応
援
に
対
し
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
ほ
か
、

巡
業
な
ら
で
は
の 
初
切 
や
髪
結
い
実
演
、
横

し
ょ
っ
き
り

綱
綱
締
め
実
演
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
集
ま
っ

た
相
撲
フ
ァ
ン
は
大
相
撲
の
だ
い
ご
味
を
堪

能
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
収
益
の
一
部
は
、
昨
年
の
県
北
部

豪
雨
災
害
の
復
旧
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

本
物
の
迫
力
！

力
士
に
盛
ん
な
声
援

楽
し
み
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

戦
争
中
の
体
験
集
を
出
版

ね
ら
い
を
定
め
て

ペ
ッ
タ
ン
、
ペ
ッ
タ
ン

力が入った結びの一番力が入った結びの一番「朝青龍―千代大海」「朝青龍―千代大海」
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独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）の
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
２
年
間
、

パ
ラ
オ
共
和
国
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
金
子
め

ぐ
み
さ
ん（
中
町
・
出
水
）が　

月　

日
に
市

１２

１２

長
室
を
訪
れ
、
渋
谷
市
長
に
帰
国
の
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

教
育
や
医
療
の
面
で
は
遅
れ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
パ
ラ
オ
共
和
国
。
金
子
さ
ん
は
、

理
学
療
法
士
と
し
て
パ
ラ
オ
国
立
病
院
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
で
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
に

対
し
理
学
療
法
技
術
の
指
導
に
精
力
的
に
あ

た
り
ま
し
た
。

　

金
子
さ
ん
は
、「
２
年
間
は
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
が
、
十
分
活
動
は
で
き
た
と
思
い

ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
出
水
駅
観
光
特
産
品
館「 
飛 ひ

１２

１０

 
来  
里 
」の
利
用
者
が　

万
人
を
達
成
し
、
記

ら 

り

１０

念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
鹿
児
島
市
の

１０
前
田
美
枝
子
さ
ん
。
前
田
さ
ん
は
こ
の
日
、

孫
の
楓
子
ち
ゃ
ん
と
ツ
ル
を
見
る
た
め
に
新

幹
線
で
本
市
を
訪
れ
、
友
達
へ
の
お
土
産
を

買
う
た
め
に
立
ち
寄
っ
た
と
こ
ろ
、
記
念
す

べ
き　

万
人
目
と
な
り
ま
し
た
。

１０

　

前
田
さ
ん
は
、「
突
然
、　

万
人
目
と
言

１０

わ
れ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ツ
ル
観
光
の

良
い
思
い
出
に
な
り
ま
す
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

同
館
は
、
九
州
新
幹
線
が
一
部
開
業
し
た

平
成　

年
３
月　

日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
市
観

１６

１３

光
協
会
が
管
理
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

大
川
内
中
学
校
の
全
校
生
徒　

人
が　

月

２４

１２

　

日
、
大
川
内
地
区
の
伝
統
工
芸
で
あ
る
手

１３す
き
の
和
紙
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

郷
土
の
伝
統
工
芸
を
体
験
し
、
郷
土
を
愛

す
る
心
を
育
て
よ
う
と
平
成
３
年
か
ら
実
施
。

出
口
義
信
さ
ん（
さ
ぎ
や
な
）の
指
導
の
も
と
、

生
徒
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

和
紙
づ
く
り
に
は
、
繊
維
と
の
り
が
必
要
。

繊
維
は
カ
ジ
の
木
、
の
り
は
ナ
シ
カ
ズ
ラ
の

樹
液
を
使
い
ま
す
。
繊
維
と
の
り
を
水
の
中

で
混
ぜ
た
後
、
一
枚
ず
つ
す
い
て
い
き
、
乾

燥
さ
せ
て
完
成
し
ま
す
。

　

石
塚
由
佳
さ
ん（
３
年
）は
、「
し
わ
が
寄

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
す
く
の
が
難
し

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

３
年
生
は
卒
業
式
で
、
自
分
が
す
い
た
和

紙
で
で
き
た
卒
業
証
書
を
受
け
取
り
ま
す
。

　

市
文
化
会
館
の
自
主
文
化
事
業「
出
水
音

楽
祭
」が　

月　

日
、
市
文
化
会
館
で
開
か

１２

１７

れ
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
合
う
こ

と
で
、
音
楽
の
楽
し
さ
や
美
し
さ
を
味
わ
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
。
小
学
校
の

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
や
中
学
・
高
校
の
吹
奏

楽
部
、
結
成
し
て　

年
以
上
た
つ
ベ
テ
ラ
ン

２５

の
合
唱
グ
ル
ー
プ
な
ど　

団
体
が
出
演
し
ま

１９

し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
、
最
新
の
ヒ
ッ
ト
曲

や
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
な
ど
、

す
ば
ら
し
い
合
唱
や
合
奏
を
披
露
。
会
場
に

は
、
大
勢
の
市
民
ら
が
詰
め
掛
け
、
見
事
な

歌
唱
や
演
奏
に
盛
ん
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

す
ば
ら
し
い
音
楽
を
披
露

手
作
り
の
和
紙
で
卒
業
証
書

技
術
や
知
識
を

開
発
途
上
国
の
人
々
の
た
め
に

「
飛
来
里
」の
利
用
者

　

万
人
達
成

10

現地での活動内容を話す金子さん現地での活動内容を話す金子さん

渋谷市長とくす玉を割って１０万人達成を祝った渋谷市長とくす玉を割って１０万人達成を祝った
前田美枝子さんと楓子ちゃん前田美枝子さんと楓子ちゃん
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月　

日
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
の

１２

１８

技
術
試
験
衛
星「
き
く
８
号
」を
搭
載
し
た
Ｈ

２
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト　

号
機
打
ち
上
げ
の
ラ
イ
ブ

１１

中
継
が
西
出
水
小
学
校
で
あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
同
校
の
体
育
館
に
は
、
児

童
や
保
護
者
、
市
民
ら
約　

人
が
集
ま
り
、

９００

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
ロ
ケ
ッ

ト
打
ち
上
げ
の
映
像
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

発
射
が
近
づ
く
と
児
童
は
声
を
合
わ
せ
て

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
。「
ゼ
ロ
」と
同
時
に
ロ

ケ
ッ
ト
の
形
を
し
た
風
船
を
高
々
と
突
き
上

げ
ま
し
た
。

　

同
校
６
年
の
川
平
彩
稜
さ
ん
、
村
井
愛
美

さ
ん
、
山
元
千
夏
さ
ん
は
、「
打
ち
上
げ
が

成
功
し
て
う
れ
し
い
。
大
き
な
声
で
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
し
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
」と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
本
市
に
あ
る
パ
イ
オ
ニ
ア
プ

１２

１８

ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
㈱
が
構
内
で
収
穫
し

た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
県
立
出
水
養
護
学
校
と
社

会
福
祉
法
人
い
ず
み
園
に
贈
り
ま
し
た
。

　

同
社
で
は
、
平
成　

年
か
ら
環
境
に
配
慮

１２

し
、
社
員
食
堂
か
ら
出
る
残
飯
を
処
理
し
た

堆
肥
を
利
用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
農
作
物
を
栽

培
。
今
回
は
サ
ツ
マ
イ
モ
約　

�
を
収
穫
し

５００

ま
し
た
。

　

出
水
養
護
学
校
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
に
は
、

植
え
付
け
と
イ
モ
掘
り
を
一
緒
に
行
っ
た
紫

翠
幼
稚
園
の
園
児
４
人
も
出
席
。
園
児
が
同

校
の
児
童
ら
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

児
童
ら
の
代
表
は
、「
サ
ツ
マ
イ
モ
の
料

理
は
大
好
き
で
す
。
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま

す
」と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

市
内
の
水
道
工
事
業
者
で
組
織
す
る
出
水

管
工
事
協
同
組
合（
竹
田
行
成
理
事
長
）の
組

合
員　

人
が　

月　

日
、
小
原
水
源
地
の
清

１２

１２

２０

掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の　

月　

日
は
、
昭
和　

年
に
旧
出
水

１２

２０

３５

市
の
上
水
道
が
一
部
給
水
を
始
め
た
日
。
同

組
合
で
は
こ
の
日
に
ち
な
み
、
組
合
設
立
の

昭
和　

年
か
ら
毎
年
こ
の
日
に
奉
仕
作
業
を

５１

行
っ
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
は
、
草
刈
り
機
や
せ
ん
定
器
具
を

使
い
、
水
源
地
内
の
草
刈
り
や
せ
ん
定
を
手

際
よ
く
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

竹
田
理
事
長
は
、「
水
源
地
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
と
組
合
の
一
年
の
締
め
く
く
り
と
し

て
行
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
本
市
第
１
号
と
な
る
、「
か

１２

２０

ご
し
ま
の
農
林
水
産
物
認
証
証
書
」の
授
与

式
が
行
わ
れ
、
温
州
み
か
ん
で
宮
脇
正
隆
さ

ん
、
イ
チ
ゴ
で
原
口
誠
さ
ん
、
河
野
弘
志
さ

ん
、
福
山
勝
也
さ
ん
の
３
人
に
認
証
証
書
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
鹿
児
島
県
が
消
費
者
に
県

内
で
生
産
さ
れ
る
農
林
水
産
物
の
安
心
・
安

全
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
、（
社
）鹿
児
島
県

農
業
・
農
村
振
興
協
会
に
お
い
て
、
生
産
・

出
荷
・
管
理
体
制
に
関
し
て
審
査
し
、
認
証

す
る
も
の
で
す
。

　

認
証
は
、
生
産
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
品
目
ご

と
に
行
わ
れ
、
１
年
限
り
と
な
り
ま
す
。

か
ご
し
ま
の
太
鼓
判
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

水
源
地
を
清
掃

ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
に

大
歓
声
！

サ
ツ
マ
イ
モ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

左から福山さん、原口さん、河野さん左から福山さん、原口さん、河野さん 宮脇さん宮脇さん
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物
語
の
楽
し
さ
に
触
れ
、
図
書
館
に
親
し

む
機
会
を
つ
く
ろ
う
と「
図
書
館
の
つ
ど
い
」

が　

月　

日
、
市
立
中
央
図
書
館
で
開
か
れ

１２

２３

ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約　

人
が
来
場
。

１３０

子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
の
親
子
読
書
会
な
ど

に
よ
る
ペ
ー
プ
サ
ー
ト（
紙
人
形
劇
）や
創
作

紙
芝
居
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー（
貼
り
絵
の
芝

居
）な
ど
に
目
を
輝
か
せ
て
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
前
と
い
う
こ
と
で
、

来
場
者
と
図
書
館
の
ス
タ
ッ
フ
が
鈴
の
音
に

合
わ
せ
て
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
合
唱
。
最

後
に
は
ス
タ
ッ
フ
手
作
り
の
紙
粘
土
で
で
き

た
か
わ
い
い
小
物
が
来
場
者
全
員
に
配
ら
れ

ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
、
鹿
児
島
市
、
県
特
産
品
協
会

で
構
成
す
る「
２
０
０
６
か
ご
し
ま
の
新
特

産
品
コ
ン
ク
ー
ル
」で
、
上
沖
田
の（
有
）パ

ン
工
房
麦
穂（
渕
上
淳
二
社
長
）の�
Ｋ
Ａ
Ｇ

Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
思
い
出
チ
ー
ズ（
黒
糖
）�が

食
品
部
門
で
県
特
産
品
協
会
理
事
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た（
前
年
は
鹿
児
島
市
長
賞
を
受

賞
）。

　
　

月　

日
に
受
賞
の
報
告
に
市
長
室
を
訪

１２

２２

れ
た
渕
上
さ
ん
は
、「
２
年
連
続
で
受
賞
で

き
る
と
は
思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
社
は
、
県
農
産
物
加
工
推
進
懇

話
会
主
催
の「
第　

回
さ
つ
ま
い
も
食
品
コ

２０

ン
ク
ー
ル
」で
新
商
品
部
門
の
奨
励
賞
と
特

別
賞
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
２
月
に
本
市
か
ら
ツ
ル
を
移
送
し
た

山
口
県
周
南
市
の 
八  
代 
地
区
子
ど
も
会
が　

や 
し
ろ

１２

月　

日
と　

日
、
本
市
に
研
修
視
察
に
訪
れ

２５

２６

ま
し
た
。

　

同
地
区
子
ど
も
会
は
、
ツ
ル
の
住
み
よ
い

環
境
づ
く
り
に
役
立
て
よ
う
と
隔
年
で
本
市

を
訪
問
。
八
代
小
学
校
の
５
、
６
年
生　

人
１４

と
保
護
者
ら
は
、
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
で
多

く
の
ツ
ル
を
間
近
に
観
察
し
た
り
、
ク
レ
イ

ン
パ
ー
ク
い
ず
み
で
ツ
ル
の
種
類
や
生
態
、

渡
り
の
ル
ー
ト
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
荘
中
学
校
で
は
同
校
ツ
ル
ク
ラ
ブ

と
交
流
。
互
い
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し

合
い
ま
し
た
。

　

同
地
区
は
、
本
州
唯
一
の
ナ
ベ
ヅ
ル
の
越

冬
地
。
近
年
渡
来
数
が
減
少
し
て
お
り
、
今

季
は　

羽
の
確
認
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

１４

　

新
春
恒
例
の「
平
成　

年
市
消
防
出
初
め

１９

式
」が
１
月
７
日
、
消
防
署
員
や
消
防
団
員

ら
約　

人
が
参
加
し
て
市
多
目
的
広
場
、
広

５５０

瀬
河
原
等
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
会
場
の
市
多
目
的
広
場
に
は
、
市
消

防
団
長
を
先
頭
に
団
員
ら
が
入
場
。
観
閲
後
、

消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団
員
ら
の
表
彰
、

通
常
点
検
、
機
械
器
具
の
点
検
、
消
防
ポ
ン

プ
操
法
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
団
員
ら
は
、
は
つ
ら
つ
と
市
中

行
進
し
、
第
２
会
場
の
広
瀬
河
原
に
移
動
。

今
年
１
年
の
防
火
・
防
災
を
願
い
消
防
ポ
ン

プ
車
等
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

空
に
、
赤
、
緑
、
黄
な
ど
彩
り
鮮
や
か
な

美
し
い
水
の
ア
ー
チ
が
描
か
れ
る
と
、
詰
め

掛
け
た
市
民
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

は
つ
ら
つ
と
行
進

ツ
ル
の
数
に
驚
き

八
代
地
区
子
ど
も
会
が
研
修

手
作
り
の
温
か
さ

図
書
館
の
つ
ど
い

新
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
で

２
年
連
続
入
賞

クレインパークで説明を受ける八代地区子ども会クレインパークで説明を受ける八代地区子ども会
の児童らの児童ら
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　㈱エムツー産業の松下次男社長が１２月１４日、市長
室を訪れ、本市に自治会対抗ソフトボール決勝大会
の優勝旗を寄贈しました。
　真新しい優勝旗は１月５日、昨年開催された第１
回大会の優勝チーム、石坂（出水）自治会に手渡され
ました。

　学校資源（施設・先生）を生徒だけではなく、地域
の人に開放して行う学校開放講座として昨年１０月か
ら１２月まで開講された「荘中学校クレインコーラス
（講師：原口留美子教諭）」。１２月１６日に出水総合医療
センターのロビーで開催された第１回クリスマスミ
ニコンサートで学習の成果を発表しました。

　１２月２５日、滝下正晴さん（春日町）が国民会議会長
表彰を受けました。
　これは、地域で地道に優れた活動を展開している
青少年団体や青少年指導者等を表彰するもので、滝
下さんは、長年、青少年健全育成運動の推進に多大
な貢献をされた功績によるものです。

　１２月２９日、市高尾野きらめきドームで、第１２回
あったか歳末特産品まつりが行われました。
　本市の特産品や正月用品、長島町の海産物の販売
等に家族連れなど多くの市民らが訪れました。
　抽選会やもち投げのイベントもあり、にぎやかな
年の瀬となりました。

優
勝
旗
を
寄
贈

ロ
ビ
ー
に
響
く

聖
な
る
歌
声

青
少
年
団
体
活
動
の
育
成
や

非
行
防
止
に
貢
献

に
ぎ
や
か
な
年
の
瀬

特
産
品
ま
つ
り

　１２月６日、出水市自主防犯パトロール隊講習会が
高尾野小学校体育館で行われました。
　講習会には市内に１２ある自主防犯パトロール隊の
隊員ら約１００人が参加。出水警察署生活安全課の福
重課長代理の指導のもと、子どもに対する声のかけ
方や不審者侵入時の対処方法などを学びました。

　故都甲昇元出水市議会議員への叙位・叙勲の伝達
式が１２月１４日、市長室で行われ、 従 六位と 旭  日  双  光 

じゅ きょく じつ そう こう

章が、ご遺族に伝達されました。
　故都甲氏は、昭和４５年４月から同６１年１０月まで出
水市議会議員として地方自治の育成発展に尽力され
ました。

叙
位
・
叙
勲
を
伝
達

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の

講
習
会
を
実
施

大いに盛り上がったもち投げ大いに盛り上がったもち投げ
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いいいい
福福福福
をををを

ご
め
い
福
を

おおおお
祈祈祈祈
りりりり
しししし
まままま
すすすす

お
祈
り
し
ま
す

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
ででででででででででででででででででででででででででででででででで
ととととととととととととととととととととととととととととととととと
ううううううううううううううううううううううううううううううううう

お
誕
生
お
め
で
と
う

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

ご
ざ
い
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す

飯　

森　

幸　

男　
　
　

朝　
　

熊

８４

明　

�　

キ
ク
エ　
　
　

福
ノ
江

９４

松　

元　

政　

雄　
　
　

町（
高
尾
野
）

８７

堂　

後　

い
つ
え　
　
　

西
水
流

７６

東
海
林　

文　

助　
　
　
大
野
原（
高
尾
野
）

８４

渡　

�　

チ
ヨ
ノ　
　
　

帆
木
ノ
上

８７

上　

野　

ミ　

サ　
　
　

上　
　

中

８８

外　

園　

政　

�　
　
　

安　
　

原

８９

出　

野　

重　

則　
　
　

千
間
山

８７

山　

本　
　

明　
　
　
　

千
間
山

７８

白
木
川　

ハ
ツ
ミ　
　
　

川　
　

平

９１

中　
 
　

一　

雄　
　
　

中　
　

郡

６５

上　

野　

セ　

イ　
　
　

渡
瀬
口

９１

東　

條　

ス　

ガ　
　
　

太
田
原
住
宅

９３

�　

田　

正　

則　
　
　

上　
　

町

７５

鈴　

田　

ナ　

ミ　
　
　

関　
　

外

９３

松　

永　

辰　

巳　
　
　

築　
　

港

８３

澤　

村　

フ
ジ
エ　
　
　

早　
　

馬

８４

釜　

田　

ハ
ル
ヱ　
　
　

六
月
田
中

８５

山　

�　

佳　

乃　

０　

山　
　

崎

瀬　

�　

不
二
夫　
　
　

平
松
団
地

５３

牧　

田　

サ　

ツ　
　
　

松
ヶ
野

８３

堀　

切　

良　

枝　
　
　
東
大
野
原（
出
水
）

７３

荒　

平　
　

誠　
　
　
　

浦　
　

窪

５３

坂
之
下　

正
次
郎　
　
　

涼　
　

松

９１

成　

竹　

毅　

一　
　
　

麓
団
地

７６

溝　

上　

マ
サ
ノ　
　
　

柴　
　

引

９６

小　

柳　

サ　

ヱ　
　
　

大　
　

日

９１

�　

留　

シ　

マ　
　
　

諏
訪
馬
場

９６

嶋　

田　

又　

雄　
　
　

千
間
山

８３

野　

村　

登
美
夫　
　
　

早　
　

馬

７１

時　

吉　

ア
イ
子　
　
　
　
 
瀉

８５

大　

山　

チ
サ
子　
　
　

東
水
流

６９

生　

駒　

ミ
ツ
ヱ　
　
　

山　
　

崎

８８

長　

山　

孝　

義　
　
　

柴　
　

引

７４

白　

倉　

美
惠
子　
　
　

早　
　

馬

７１

原 

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
あああああああああああああああああああああああああああああああああ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ががががががががががががががががががががががががががががががががが
ととととととととととととととととととととととととととととととととと
ううううううううううううううううううううううううううううううううう

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

ご
ざ
い
ま
し
た

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

三
牧
チ
ヅ
子（
安
原
）

�
井 
（
下
餅
井
）

上
野
隆
司（
渡
瀬
口
）

鈴
田
親
休（
関
外
）

�
田
浩
一（
上
町
）

松
永
サ
ツ
キ（
築
港
）

釜
田
勉（
六
月
田
中
）

佐
藤
八
重
子（
松
ヶ
野
）

瀬
�
芳
子（
平
松
団
地
）

堀
切
行
男（
東
大
野
原
・
出
水
）

荒
平
千
恵
子（
浦
窪
）

溝
上
カ
チ
子（
柴
引
）

白
木
川
淳（
川
平
）

徳
留
嘉
子（
諏
訪
馬
場
）

堂
後
利
幸（
西
水
流
）

時
吉
次
春（
瀉
）

大
山
文
子（
東
水
流
）

出
石
幸
正（
今
釜
西
）

伊
牟
田
紀
子（
下
古
市
）

田
村
兼
市（
鹿
島
）

久
保
多
奈
美（
馬
流
）

野
村
幸
江（
早
馬
）

浦
川
志
保（
山
崎
）

宇
藤
チ
ズ
子（
広
瀬
）

小
野
縁
子（
冷
筋
）

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄

へ
の
掲
載
に
不
都
合
の
あ
る
方
は

届
け
出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ

く
か
、
本
庁
企
画
調
整
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

出　

石　
　

�　
　
　
　

今
釜
西

８７

�　

木　

睦　

子　
　
　

下
古
市

７６

久　

保　

イ
チ
ヨ　
　
　

馬　
　

流

９８

 
　

藤　

武　

雄　
　
　

広　
　

瀬

８０

文　

岡　

久　

昭　
　
　
東
大
野
原（
出
水
）

６８

田　

村　

ツ
ル
子　
　
　

鹿　
　

島

６９

（　

月
５
日
〜
１
月
４
日
届
け
出
分
）

１２
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暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮ららららららららららししししししししししののののののののののらしの情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報情報

※歯科医院診療時間　午前８時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（��０１１９）にお問い合わせください。

休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医・・・・・・・・・・・・・・当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局休日当番医・当番薬局

222222222222222 月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななな行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事月の主な行事
４日（日）�第１回出水市生涯学習推進大会（午後１時３０

分・市文化会館）
　　　　�サンデーサイエンス（午後２時・クレイン

パークいずみ）１１日、１８日、２５日（同）
６日（火）�「出水市ふるさと育成塾」青少年健全育成講演

会（午後６時・市文化会館）
９日（金）�冬の星空観望会（午後８時・市青年の家）
１１日（日）�第２１回出水ツルマラソン大会（午前９時・市

陸上競技場スタート）
１７日（土）�歯科医師講演会（午後２時・市中央公民館）
１８日（日）�雑誌リサイクルデー（午前９時・市立中央図

書館
　　　　�第５４回県下一周駅伝競走大会２日目ゴール

（午後３時ごろ・市役所本庁前）
１９日（月）�第５４回県下一周駅伝競走大会３日目スタート

（午前９時・市野田支所前）

世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数とととととととととととととととととととと人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口世帯数と人口
（１月１日現在：住民基本台帳）

２万４，０８８（－　２０）世 帯 数
５万８，２０２（－　６０）人　　口
２万７，２６５（－　２８）男
３万　９３７（－　３２）女

３８出　　生
７２死　　亡
１１３転　　入
１３９転　　出

（　）内は前月比

２月　４日
千 本 付�８６００内　 科楠 元 内 科 医 院
元町（出水）�１０３３内　 科中 村 医 院
麓�２１５１歯　 科北 園 歯 科 医 院

千 本 付�４６３０ポ ポ ロ 薬 局
２月１１日

田 多 園�２００５内・外・児科来 仙 医 院
春 日 町�１５５９産 婦 科広 瀬 産 婦 人 科 医 院
八幡（出水）�２３３０歯　 科橋 口 歯 科 医 院
栄　　 町�０９９８ト ク モ ト 薬 局

２月１２日
東大野原（出水）�３１１１内 ・ 外 科吉 井 中 央 病 院
平良馬場�０２４１消化・内・外科クリニック．なかむら
（阿久根市）�０６４８歯　 科瀬 戸 口 歯 科 医 院
東大野原（出水）�６６７８マ リ ン 薬 局
平良馬場�３０７０ふ れ あ い 薬 局

２月１８日
大　　 和�００４８消化・内科恒 吉 医 院
井　　 上�２３３３循環・内科北 満 医 院
西　　 町�２３０６歯　 科上 野 歯 科 医 院
渡 瀬 口�８８１３タ カ ラ 調 剤 薬 局

２月２５日
西　　 町�８８０１整 外 科平田整形外科クリニック
新　　 町�１１１１内　 科吉 井 医 院
町（高尾野）�００２０歯　 科中 島 歯 科 医 院
桜　　 町�６０７０ひ ま わ り 薬 局
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ま
し
た
が
、
帰
り
に
校
門
ま
で
行

く
時
は
、
真
っ
暗
で
大
変
困
り
ま

し
た
。
部
活
動
を
終
え
た
子
ど
も

た
ち
が
校
門
か
ら
出
て
く
る
時
も

暗
く
て
外
灯
が
あ
っ
た
ら
助
か
る

の
に
と
思
い
ま
し
た
。

　

費
用
が
か
か
る
の
で
大
変
か
と

思
い
ま
す
が
、
防
犯
の
た
め
に
も
、

外
灯
の
設
置
を
検
討
く
だ
さ
い
。

（
市
長
へ
の
手
紙
よ
り
一
部
抜
粋
）

　
　
　
　

（
回　

答
）

　

最
近
、
児
童
、
生
徒
が
巻
き
込

ま
れ
る
不
幸
な
事
件
や
事
故
が
相

次
い
で
お
り
、
市
と
し
ま
し
て
も

大
変
憂
慮
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
、

生
徒
の
安
全
対
策
上
、
生
徒
の
ク

ラ
ブ
活
動
は
日
没
ま
で
と
し
、
特

に
冬
場
は
早
め
に
帰
宅
す
る
よ
う

に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
出
水
中

学
校
の
校
門
付
近
な
ど
の
防
犯
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

生
徒
の
交
通
事
故
防
止
、
ま
た
は

防
犯
上
必
要
と
考
え
ら
れ
る
箇
所

が
あ
り
ま
す
の
で
、
学
校
と
も
協

議
し
な
が
ら
防
犯
灯
の
設
置
に
向

け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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四島（しま）還れ！
　日本の声です　叫びです

（平成１８年度北方領土に関する標語：最優秀賞）

◆２月７日は、
　「北方領土の日」
◆２月は、
　「北方領土返還運動
　　　　　全国強調月間」　です。

　
出
水
中
学
校
へ
の

　

外
灯
設
置
に
つ
い
て

　　
　
　
　

（
要　

望
）

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
研
修
会
、
ク
ラ
ブ
活

動
の
保
護
者
会
が
夜
に
開
催
さ
れ
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２
月
を
迎
え
る
と
、
い
よ
い
よ
ツ

ル
の
北
帰
行
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

よ
く
晴
れ
た
日
の
午
前
中
に
、
荒

崎
の
ね
ぐ
ら
付
近
か
ら
家
族
単
位
で

旋
回
し
な
が
ら
高
度
を
上
げ
、
笠
山

の
斜
面
に
発
生
す
る
上
昇
気
流
を
利

用
し
て
流
れ
る
よ
う
に
旅
立
っ
て
い

き
ま
す
。
わ
ず
か
な
気
流
を
も
つ
か

む
ツ
ル
の
卓
越
し
た
能
力
は
、
２
千

�
�
に
も
及
ぶ
長
い
旅
を
可
能
に
し

て
い
ま
す
。
北
帰
行
の
ル
ー
ト
で
あ

る
行
人
岳（
長
島
町
）で
は
、
眼
下
に

ツ
ル
の
美
し
い
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

創
立　

年
の
歴
史
と
伝
統
を
継
承
し
、

１３０

地
域
や
保
護
者
と
と
も
に
、「
自
ら
学

び
考
え
、
礼
儀
正
し
く
、
創
造
性
・
感

性
豊
か
な
、
た
く
ま
し
い
切
通
の
子
ど

も
の
育
成
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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切通小学校 
〈校訓〉 
　あかるく 
　かしこく 
　たくましく 児童数：36人 

『今月の問題』
　最近、荒崎付近で確認さ
れたサギの中で本当にいる
のは次のうちどれ？
　
　　Ａ　ムラサキサギ
　　Ｂ　キイロサギ
　　Ｃ　シロサギ
　
☆答えはホームページか　
　来月号で
　（先月号の答えは、
　Ｂのナベヅルでした。）
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昨シーズンの北帰行の様子

　二十歳の門出を祝う「成人式」が１月５日、市文化会
館で開かれました。
　式典には、正月に帰省した人などを含む６５９人（男性
３１６人、女性３４３人）の新成人が出席。父母や市議会議
員、自治会長など多くの方が祝福に駆け付け、渋谷市
長が、「若さと情熱、行動力でこれからの人生を切り
開いてほしい」とあいさつ。新成人代表の山中大輔さ
んが、「成人としての自覚を持ち、失敗を恐れず、学
び成長していきたい。ご指導をお願いします」と謝辞
を述べました。

あいさつ・夢（創意工夫）・花いっぱいの元気な学校あいさつ・夢（創意工夫）・花いっぱいの元気な学校

明るく豊かな心の育成明るく豊かな心の育成秋祭りへの参加秋祭りへの参加夏の海で遊ぼう夏の海で遊ぼう郷土芸能の伝承郷土芸能の伝承

曜日ごとに縦割りの当番を決
め、ボランティア清掃に取り
組んでいます。また、朝のあ
いさつは正対してきちんと行
います。

校区秋祭りの中で、舞台発表
をしたり、子どもバザーを開
いたりしています。練習や準
備は、創意や総合的な学習の
時間に行います。

全校児童が船で海に出て、高
学年は刺網で魚を捕ります。
捕った魚で子どもたちがみそ
汁を作り、保護者と一緒に食
べます。

「前田鎌踊り」の伝承活動に取
り組んでいます。鎌踊り保存
会の指導の下、夏休みに夜間
練習を行い、運動会で発表し
ています。

謝辞を述べる謝辞を述べる
山中さん山中さん


